
データヘルス計画書（健保組合共通様式） 

 

計画策定日：平成27年３月３０日 

最終更新日：平成29年９月２6日 

 



25116 - 丸井健康保険組合

組合コード

組合名称

形態 非常勤

被保険者数 （平成27年度予算 注）

　* 特例退職被保険者を除く。

特例退職被保険者数

加入者数（平成27年度予算 注） 12,873名

適用事業所数

対象となる拠点数

保険料率（平成27年度 注）*調整を含む。

全体 被保険者 被扶養者

特定健康診査実施率（平成25年度） 85.0% 99.8% 65.0%

特定保健指導実施率（平成25年度） 36.5% 40.7% 0.0%

28,500

19,150

7,800

240,950

1

22,000

318,401

3,180,999

10.01

　（注）記載要領参照

経常支出合計（千円）　…b　

2,497

8.2‰

丸井健康保険組合

単一

a/b×100 （%）

小計　…a

25116

7,668名

男性49.0%（平均年齢45.6歳）*

女性51.0%（平均年齢36.1歳）*

0名

55ヵ所

17ヵ所

特定保健指導事業費

保健指導宣伝費

疾病予防費

体育奨励費

直営保養所費

31,423

0

特定健康診査事業費

2,869

0

その他

常勤

顧問医

1

1

保健師等

1,017

健保組合

1

0産業医

事業主

11 8

保健師等 0

健康保険組合と事業主側の医療専門職

（平成27年3月末見込み）

保

健

事

業

費

予算額（千円）

(平成27年度 注)

被保険者一人当たり金額

（円）

41,523

3,717

5

STEP１-１ 基本情報 「全健保組合共通様式」 
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(千人) 

男性（被保険者） 男性（被扶養者） 女性（被保険者） 女性（被扶養者） 

１．中規模な健保組合（被保険者数８千名弱、加入者数１３千人弱）で、男女比率がほぼ半々。扶養率は０．６６と低い。 
２．事業所の多くが首都圏にあり、健保会館を中野に置いて、健診、予防事業を自前で実施。 
３．健保直雇用の医療スタッフによる自前化した予防事業を推進するとともに、事業主との連携を深める取り組みにも力を入れている。 
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25116 - 丸井健康保険組合

8,2 10,1 11,4 15,15 30,0 31,0 32,0 33,0 35 42

資格
対象

事業所
性別 対象者

1
特定健診（被保

険者）

【目的】加入者の健康状態の確認・早期発見・

重症化予防

【概要】事業主より委託されている定期健康診

断と健保主催の人間ドックで実施。生活習慣病

に注視した健康状況の把握とリスク者のスクリー

ニング

被保険者 全て 男女 40 ～ 74 全員 7,644 5

1
特定健診（被扶

養者）

【目的】加入者の健康状態の確認・早期発見・

重症化予防

【概要】健保主催の人間ドックおよび集合契約・

かかりつけ医での受診結果を採用。生活習慣病

に注視した健康状況の把握とリスク者のスクリー

ニング

被扶養者 全て 男女 40 ～ 74 全員 15,973 4

特

定

保

健

指

導

事

業

3

ヘルスアッププログラ

ム(特定保健指

導）

【目的】特定保健指導の実施率向上。生活習

慣病リスク保有者の生活習慣・健康状態の改

善をはかる

【概要】事業主との連携により、業務中に35歳

以上を対象として実施。

自前の保健師・看護師によるグループ面談を実

施

被保険者 全て 男女 20 ～ 60

基準

該当

者

17,104 5

4
広報誌（サラダ）

の発行

【目的】健保の事業運営の周知。健康に関する

情報発信・健康意識の醸成

【概要】年４回発行

事業方針、予算・決算、健保の取り組み、健康

づくりの情報を提供

被保険者

被扶養者
全て 男女 18 ～ 74 全員 1,136 4

4
ジェネリック利用促

進

【目的】ジェネリック医薬品の利用促進による医

療費の適正化

【概要】調剤費の削減が可能な者に対し差額

通知を実施

ジェネリック切替シールの配布。利用促進ポス

ターの掲示

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 525 4

特

定

健

康

診

査

事

業

ターゲットを絞り（アレルギー疾

患）の治療実績がある者に対し、

差額通知を実施（1,236名）

908名中555名61％が変更

医療費効果▲106万（本人▲

32万、健保▲74万）

利用率：数量ベースで61.6％

加入者への効果的な啓蒙

効果・効率をふまえ、アレルギーや

慢性疾患などターゲットを絞った差

額通知を継続して実施
保

健

指

導

宣

伝

読書率の把握・向上に向けた取り

組み

受診率67.0％（目標66％）

（対象者1,393名、受診者934

名）

参加率95.3％

（召集者365名・参加者348

名）

実施率39.6％

メタボ率(40歳以上）：平成２

７年度17.2％

(平成２０年度対比▲10.1%)

課題及び阻害要因

再チャレンジ者の改善

実施率ＵＰに向け招集除外者

（２年連続・パート社員・家族）

へのサポート

成果の見える化による、更なるプロ

グラムの改善・効率化

事業主が実施する定期健診と併せ

て共同実施
－

居住の最寄のかかりつけ医で受診で

きる体制を整備し、受診率向上に

取り組んでいる

『巡回型』の検診方法を2016年度

より本導入

継続未受診者に対する対策を検

討する必要がある

年４回発行

現役社員は事業所経由で配布

事業主の理解を得て業務中に実施

特定保健指導対象者以外（若年

層・服薬者）に対しても実施

個人・事業所の取組みなど、加入

者が興味をもって、読んでもらえる内

容を掲載

漫画など活用した誌面づくり

受診率97.4％（目標97％）

(対象者4,320名・受診者4,209

名）

※全体受診率90.0％（目標

88％）

(対象者5,713名・受診者5,143

名）

実施状況・時期 成功・推進要因

健保組合の取組

予算

科目

注1)

事業

分類

事業名 事業の目的および概要

振り返り
事業費

(千円)

注2)

評価年齢

対象者

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 
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25116 - 丸井健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

4 医療費通知
【目的】医療費の適正化

【概要】年４回、医療費通知を実施

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 762 4

4
健診受診後の向

けた情報提供

【目的】健診の結果に応じた適切な行動変容

【概要】健診結果の見方とその後の行動の情報

提供。および婦人科健診受診方法のご案内

被保険者 全て 男女 18 ～ 74

基準

該当

者

378 4

1 人間ドック

【目的】加入者の健康状態の確認・疾病の早

期発見・早期治療

【概要】４０歳以上の受診希望者に対して、特

定健診・定期健診を兼ねて実施。自前の会館・

医療スタッフで運営。遠隔地に居住する者は提

携医療機関にて受診可能。いずれも個人負担

は１万円

被保険者

被扶養者
全て 男女 40 ～ 74 全員 103,158 4

1 定期健康診断

【目的】加入者の健康状態の確認・疾病の早

期発見・早期治療

【概要】事業主から委託され、巡回健診にて実

施。40歳以上は特定健診も兼ねる。生活習慣

病の予防対策として、全年代に血液検査、３

５歳以上の者に便潜血検査を実施

被保険者 全て 男女 18 ～ 64 全員 19,381 4

1 歯科検診

【目的】う歯・歯周病の予防、早期発見・早期

治療

【概要】定期健診および人間ドック時に併せて実

施。

被保険者

被扶養者
全て 男女 18 ～ 74 全員 22,249 5

年間を通じて実施（2016年度よ

り40歳以上の希望者が対象）

被保険者2,616名、被扶養者

290名

疾

病

予

防

定期健診および人間ドック時に併

せて実施

受診者：6,978名

保

健

指

導

宣

伝

健診結果の活用

健診受診後の事後措置のお願い

（未受診者には所属長より督促）

　再検査受診率63％（Ｅ判定再

検査99％（＋4%）・Ｄ判定重

点８項目60％（+25％））

重点８項目以外のＤ判定の未受

診者への対応

対象年齢の内の被保険者の人間

ドック受診選択率は５９％

「人間ドック」を受診して当たり前とい

う風土が醸成

事業主との協働による運営

４月～９月に、事業所を巡回し

実施

法定健診受診率：１００％

受診者：4,072名

業務中に実施

事業所長に受診状況を随時フィー

ドバックし、未受診者への受診促進

をはかる

健診精度向上

健診品質管理体制

歯科検診の費用対効果

定期健診および人間ドック時に併せ

て実施。

虫歯・歯周病の状況は全国と比較

して良好。

歯磨き回数も多く、歯の健康に対す

る意識は高い。

人間ドックのオリエンテーションで、歯

の健康の情報提供を実施。

健診結果送付時

リスクが高い方への人間ドック受診

へ向けた受診勧奨

節目受診

年２回

現役社員は事業所経由で配布。

任意継続者は自宅へ郵送。被扶

養者への通知は被保険者にまとめ

て送付

医療費適正化や健康づくりの意識

醸成につながる情報提供を実施
－
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25116 - 丸井健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

2
受診勧奨（健康

診断事後措置）

【目的】健診結果が受診勧奨領域にある高リス

ク者の早期受診および重症化予防

【概要】リスクレベル（A～E）を設定し、リスクに

応じた受診勧奨を実施。緊急度が高いE判定

の者に対しては、事業主経由で受診促進。

被保険者

被扶養者
全て 男女 18 ～ 74 全員 0 4

3 重症化予防

【目的】生活習慣病を中心とした重篤疾患への

重症化予防

【概要】健診結果より、糖尿病・高血圧の高リス

ク者に対し、個別レセプトデータを分析した上で

自前の医師・看護師による個別面談や病院へ

の継続受診などの支援を実施

被保険者 全て 男女 18 ～ 60

基準

該当

者

12 5

1
婦人科検診受診

促進

【目的】女性特有のがん（子宮頸がん・乳が

ん）の検診受診率向上。早期発見・早期予防

【概要】検診費用を５千円を上限に実費補助

（子宮頸がん：２０歳以上・乳がん：３０歳

以上）

健診機関との連携による加入者の受診の利便

性向上

被保険者

被扶養者
全て 女性 20 ～ 74 全員 8,629 4

7
禁煙サポート・補

助

【目的】禁煙率を向上

【概要】禁煙支援薬を使って、無理なく禁煙をス

タートする環境づくり

[禁煙費用補助]医療機関や薬局での禁煙治

療の費用を２万円を上限に補助

[禁煙外来]丸井健保診療所での禁煙外来の

実施

被保険者 全て 男女 18 ～ 64 全員 0 2

7
インフルエンザ予防

接種

【目的】インフルエンザの予防

【概要】事業所への巡回による接種を実施(個

人負担1,500円）

被保険者 全て 男女 18 ～ 64 全員 492 4－

疾

病

予

防

受診勧奨対象者の期限内再検査

受診率：６３％

要治療者(判定E)は１ヶ月以内の

受診：９９％

要精密検査対象（判定D）は

６ヶ月以内の受診：６０％

糖尿病（１１名）・高血圧（１

名）の高リスク者に対して、医師・

看護師によるサポートを実施

婦人科検診受診率（H２７年度

現在）

子宮頸がん(20歳以上）：

42.0％（▲1.0％）

乳がん（30歳以上）：45.7％

（＋4.4％）

１１～１２月を目安に事業所を

巡回して実施

接種率54％、接種者3702名

事業所巡回方式での実施のため接

種率が高い

本年度より、運営サポートを中心に

個人負担の構成を高くして実施

（＠1000円⇒＠2500円）

会議やポスター等で受診促進を実

提携クリニックを11ヶ所と提携し、受

診しやすい環境を整備（289名受

診）

巡回型乳がんエコー検査をトライア

ルで実施（127名受診）

リスクレベルを設定し、受診勧奨フ

ローを見える化。

E判定の者については、所属長経由

で結果を送付し、医療機関への受

診促進を促す。

Ｅ判定およびＤ判定の内高リスク

８項目の未受診者に対しては、所

属長より受診の督促を実施

管理システムを構築し、迅速な対応

を2016年度よりスタート

受診状況の把握・治療継続の確

認

継続未受診者への対応

健保の医療スタッフからの直接サ

ポート

事業主の協力を得て業務中に実

施。効果を鑑み会社面談後６カ月

後の実施に変更

糖尿病を中心とした継続支援

巡回型乳がんエコー検診の拡充

検査に必要性の啓発

平成２８年度利用実績なし

被保険者の喫煙率：男性

34.6％（▲0.7％）、女性

20.7％（▲1.0％）

ポスターやパンフレットを通じて継続

して情報提供を実施

喫煙率は徐々に低下してきている

喫煙者の意識改革

事業主との連携

若年層・女性の喫煙率が世の中

平均と比較して高い
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25116 - 丸井健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

4 前期高齢者対策

【目的】前期高齢者の医療費適正化・健康維

持

【概要】前期高齢者本人と扶養する被保険者

に対し、制度内容および保健指導をスタート

被保険者

被扶養者
全て 男女 18 ～ 74 全員 0 3

7
健康管理事業推

進委員会

【目的】加入者の健康管理事業の推進

【概要】年４回、事業主・加入者代表との情報

共有を実施

被保険者 全て 男女 18 ～ 60

基準

該当

者

0 4

4
健康管理委員会

議

【目的】事業所における健康管理水準の強化。

健保事業を推進するための情報共有

【概要】職場の健康管理推進担当を「健康管

理委員」に任命。年2回事業主と協働で健康

管理推進にあたっての情報提供を実施

被保険者 全て 男女 18 ～ 60

基準

該当

者

0 5

4
ウェルネスリーダー

会議

【目的】事業所内で働く女性の健康事業推進

役としての情報共有と各種施策の推進

【概要】女性ウェルネリーダーを各事業所の所属

長が推薦。年２回召集し、健康に関わる情報

を共有

被保険者 全て 女性 18 ～ 60

基準

該当

者

134 5

4
健康増進キャン

ペーン

【目的】加入者の健康意識の醸成、健康の維

持・向上

【概要】年２回、自分の生活習慣の課題を考

え、行動変容につながる目標を設定し、1ヶ月継

続して取り組む

被保険者 全て 男女 18 ～ 74 全員 213 2

7 健康通信簿

【目的】各事業所別の健康指標を見える化し、

改善・向上をめざす

【概要】健康診断指標（８項目）、生活習慣

指標（６項目）、事業関連指標（５項目）

を事業所および全体に半年ごとに集計し公表

被保険者

被扶養者
全て 男女 18 ～ 74 全員 768 4

7 事業所訪問

【目的】健保事業の共有・浸透

【概要】各事業所の所属長を訪問し、健保事

業を推進していくにあたっての情報共有および事

業所の実態を視察

被保険者
母体企

業
男女 18 ～ 67 全員 0 5

キャンペーン参加率の向上

年４回、事業主および加入者代

表と健康管理事業の推進にあたっ

て情報共有を実施

リスクレベル分類および受診勧奨フ

ローの見える化を協働で構築

就業上の配慮基準を明確化し、運

用をスタート

－

年２回(５月・１１月）実施

事業方針、予算・決算中心に情

報共有

事業所での健康推進役として、取

組み状況の共有をはかる

健保事業や事業主の取り組みにつ

いて理解を深め、各職場での課題

をふまえた健康管理（安全衛生）

の推進をはかる

事業所・健保・産業医との連携に

よる職場の健康管理の強化

健康意識および健康度の向上

年2回（６月・１１月）、女性に

かかわる制度や病気についての理

解を深めた

職場での共有や婦人科検診の受

診率向上施策の推進

女子特有のがんの検診受診率向

上

加入者全体への拡がり

６月：1,562名２３％が参加

より興味をもってもらう企画にするた

め、2016年度は１回のみの実施

事業主と６月に「健康イキイキ月

間」の一環で協働実施

前期高齢者を扶養する被保険者

に対し制度説明会をスタート

（2015年度）

前期高齢者本人に対する個別訪

問も順次実施

2016年度：実施者無

疾

病

予

防

半年ごとに集計し、健保で実施す

る広報・会議・施策を通じて発信
健康意識および健康度の見える化

8月～10月、３５事業所へ訪問

健保事業への理解と協力のお願い

および、事業所での取組みを共有

情報が行き届いていなかった各事業

所のTOPと直接話すことで今後の

健保事業推進に向けた共有がはか

れた

事業所間の理解度・取組み度の

差を減少させる

制度の理解度の向上
医療費適正化に向けた健康づくり

の意識醸成

高額医療費分析
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25116 - 丸井健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

体

育

奨

励

直

営

保

養

所

そ

の
他

(

予

算

措

置

な

し

)
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25116 - 丸井健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

労安法に基づく健診。健康状態の確認・疾病の

早期発見・早期治療。健康保険組合で実施す

る人間ドックの健診結果も採用。

被保険者 男女 18 ～ 64 有

健診結果が受診勧奨領域にある高リスク者の

早期の受診促進。

要精密検査の受診状況の把握。

被保険者 男女 18 ～ 64 有

労安法に基づき、健診結果において就業上の

措置が必要な者に対して、医師・事業主・健保

と連携し、適切な対応を実施する。

被保険者 男女 18 ～ 74 有

法定健診時の問診項目にメンタル問診を加え、

ストレス度の高い者に対し、早期の外部ＥＡＰ

を使ったカウンセリングを進める。

被保険者 男女 18 ～ 64 有

　注１）　１．健康診査 　　２．健康診査後の通知　　３．保健指導　　４．健康教育　　５．健康相談　　６．訪問指導　　７．その他

　注２）　１：３９％以下　　２：４０％以上　　３：６０％以上　　４：８０％以上　　５：１００％以上

受診勧奨（健康診断事後措置）

リスクレベル（A～E)を設定し、リスクに応じ

た受診勧奨を実施

E判定：１６５名（内再検査受診率９

９％）

Ｄ判定：２６２１名（内再検査受診率

５９％）

リスクレベルに応じた受診勧奨フローを見え

る化。判定Eについて事業所の所属長から

結果を渡し、早期の医療機関受診を促

す。判定Ｄに内高リスク８項目についても

２０１６年度から実施

D判定者の再検査受診率向上

メンタル問診
定期健康診断および人間ドック受診時の問

診項目にメンタル項目を追加して実施
- -

課題及び阻害要因

振り返り

成功・推進要因実施状況・時期

就業上の配慮

就業する上で、リスクが高い者に対し、就業

上の配慮の措置を実施（３４名）

糖尿病（HbA1c8.4以上）２１：名

高血圧（収縮期180以上・拡張期110以

上）：１３名

定期健康診断・採用健診・深夜業

健診

事業所巡回方式で実施。

受診率１００％

事業主の取組

事業名 事業の目的および概要

就業時間中に実施。事業所の所属長に

受診状況を随時フィードバックし、未受診

者の受診促進をはかる。

－

糖尿病・高血圧の基準値を策定

貧血等は個別対応

健保の重症化予防面談と並行してサポー

トを実施：１２名

就業上の配慮後も数値が基準以下になら

ない者や改善するものの、再度悪化する者

への対応

共同

実施資格 性別 年齢

対象者

○人間ドックを中心に、健診～事後フォロー～保健指導と自前の医療スタッフ（医師・保健師・看護師）がきめ細かく実施。リスク分類基準を作成し、受診勧奨フローを見える化することにより、健診受診
後の適切な行動促進の管理を事業主と協働で取り組む。 
○生活習慣病に特化した『ヘルスアッププログラム』を実施。（全年代、グループ面談方式。糖尿病および高血圧の高リスク者には個人面談をスタート）。今後は、健康層へのポピュレーションアプローチ～
高リスク者への重症化予防まで階層に応じたアプローチをすすめる。 
○健保の事業運営を推進するにあたり、事業所に健康管理委員・ウェルネスリーダーを配置。健保の事業方針の理解・浸透や課題（例：女性のがん検診受診促進など）の推進に取り組む。 
○事業主側が健康推進部を設置し、健康管理業務を推進するとともに、人事部・健康保険組合が健康診断の実施や健康診断の事後措置等、健康管理支援を連携して実施している。 
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25116 - 丸井健康保険組合

◆年代別一人当たり医療費 平成２５年度医療費分析より（歯科を除く）

平成24年度 平成25年度

 

男性の一人あたり医療費は４０代（10.0万円：平成24,25年度平均）から急激に伸び、６０代（25.8万円）では４０代の２．５倍になっていま 
 

す。女性は２０代（6.6万円）から徐々に伸びていきますが３０代（10.8万円）では男性の１．５倍、４０代（13.6万円）でも男性の１．４倍の 
 

医療費がかかっています。女性の医療費が男性と比較して高くなっている原因の一つとして、２０代から婦人科系のがん発症があげら 
 

れます。 

STEP１-３(医療費分析)  

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000

0代

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

＜女性（本人・家族）＞

10 20 30 40 50 60 70万円0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000

0代

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

＜男性（本人・家族）＞

20 30 40 60 70万円10 50
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25116 - 丸井健康保険組合

STEP１-３(医療費分析)  

◆疾病別医療費状況 平成２５年度医療費分析より（歯科を除く）

　　＜男性（本人・家族）＞ ＜女性（本人・家族）＞

 

男性の疾病別医療費をみると循環器と内分泌・代謝の合計（生活習慣病）①が１９％で最も高い構成となっています。新生物（７％）を含 
 

めた生活習慣病関連の医療費は２６％となります。 
 

女性は目・耳・皮膚・骨の疾病①１８％、呼吸器②１６％に次いで新生物③が１４％（男性の2倍）と高い構成になっています。循環器と内 
 

分泌・代謝の合計（１４％）と新生物の合計（生活習慣病関連）の医療費は２８％となります。 

男性 （万円）

循環器 内分泌・代謝 新生物 呼吸器 目・耳・皮膚・骨 消化器

6,140 5,054 3,701 10,679 8,634 5,800 

損傷・中毒 神経・精神 感染症 尿路性器 妊娠・分娩・周産期 先天奇形

5,751 4,800 4,090 3,122 386 302 

女性 （万円）

循環器 内分泌・代謝 新生物 呼吸器 目・耳・皮膚・骨 消化器

5,670 3,867 9,904 10,924 12,768 5,200 

損傷・中毒 神経・精神 感染症 尿路性器 妊娠・分娩・周産期 先天奇形

3,931 5,713 3,613 3,996 3,573 534 

循環器

内分泌・代謝

新生物

呼吸器

目・耳・皮膚・骨

消化器

損傷・中毒

神経・精神

感染症

尿路性器

10.5%

8.8%

6.5%

18.6%

15.0%

10.1%

10.0%

8.4%

7.1%

5.4%

8.4%

6.5%

①

②

③

①

②

③

循環器

内分泌・代謝

新生物

呼吸器

目・耳・皮膚・骨

消化器

損傷・中毒

神経・精神

感染症

尿路性器

8.4%

5.5%

14.2%

15.7%

18.3%

7.5%

5.6%

8.2%

5.2%

5.7%

5.1%

14.2%

①

②

③

①

②

③
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25116 - 丸井健康保険組合

STEP１-３(医療費分析)  

◆年代別に医療費の多い疾病（１位～５位） 平成２５年度医療費分析より（歯科を除く）

（万円） （万円）
男性 1 2 3 4 5 女性 1 2 3 4 5

０代 呼吸器・消化器 目・耳・皮膚 循環器 出産・周産期 神経・精神 ０代 呼吸器・消化器 目・耳・皮膚 感染症 周産期 循環器

医療費 4,017 1,824 731 473 254 医療費 3,241 1,301 303 248 177

１０代 呼吸器・消化器 循環器 目・耳・皮膚 神経・精神 出産・周産期 １０代 呼吸器・消化器 目・耳・皮膚 神経・精神 周産期 循環器

医療費 3,260 1,159 1,151 684 81 医療費 1,165 1,004 298 144 117

２０代 呼吸器・消化器 神経・精神 目・耳・皮膚 新生物 感染症 ２０代 呼吸器・消化器 目・耳・皮膚 出産・分娩 神経・精神 循環器

医療費 1,237 515 476 142 81 医療費 1,997 1,677 1,373 1,043 763

３０代 呼吸器・消化器 目・耳・皮膚 神経・精神 生活習慣病 尿路生殖器 ３０代 出産・分娩 呼吸器・消化器 新生物 神経・精神 循環器

医療費 986 696 626 522 300 医療費 3,164 3,056 2,648 1,338 1,236

４０代 生活習慣病 呼吸器・消化器 目・耳・皮膚 神経・精神 新生物 ４０代 新生物 呼吸器・消化器 目・耳・皮膚 生活習慣病 尿路生殖器

医療費 3,128 2,669 2,172 1,278 823 医療費 5,216 4,685 3,613 3,205 2,146

５０代 生活習慣病 呼吸器・消化器 目・耳・皮膚 新生物 尿路生殖器 ５０代 生活習慣病 目・耳・皮膚 呼吸器・消化器 新生物 神経・精神

医療費 3,924 3,536 1,751 1,648 1,401 医療費 3,383 2,055 1,644 1,352 1,219

６０代 生活習慣病 尿路生殖器 新生物 呼吸器・消化器 目・耳・皮膚 ６０代 目・耳・皮膚 生活習慣病 呼吸器・消化器 神経・精神 新生物

医療費 1,600 1,192 870 747 563 医療費 6,681 380 217 73 71

７０代 生活習慣病 呼吸器・消化器 尿路生殖器 目・耳・皮膚 新生物 ７０代 生活習慣病 目・耳・皮膚 神経・精神 呼吸器・消化器 新生物

医療費 597 27 8 1 1 医療費 277 264 122 120 64

 

疾病別医療費状況をさらに年代別にみると、男女とも３０代以降生活習慣病と新生物の構成が高まってきており、４０代以降 
 

でみると、男性の生活習慣病（循環器、内分泌・代謝）の構成は２６％、女性は２０％、男性の新生物は１０％、女性は１８％ 
 

となっています。 
 

男女を比較すると４０代以降の男性の生活習慣病は女性の１．３倍、女性の新生物は男性の１．８倍という特徴がみられます。 
 

年代・性差によるリスクの違いに合わせた対応が必要となります。 
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25116 - 丸井健康保険組合

　◆リスクに応じた予防事業の考え方

　　○加入者各個人の健康状態に応じた予防事業の展開する必要があるため、まず以下の実行が必要となる
①リスク基準の分類と設定・・・検査項目ごとに健康に対するリスクと受診勧奨の緊急度を設定
②リスク基準の見える化　・・・健保だけが知っているのではなく、事業主・加入者と共有することで客観的な
　　　　　　　　　　　　　　　判断とリスクに対する理解が得られる

　　○リスク分類の分析により、個別の対策を組み立てるにあたっての規模感や内訳（年代・性別）が算出しやすくなる

STEP１-４ (健診データの分析－リスク分類基準の制定) 

高リスク層 

（重症化予防） 

中リスク層 

（継続受診の徹底） 

（服薬者への保健指
導） 

低リスク層 

（ヘルスアッププログラム） 

健康層 

（ヘルスリテラシーの維持・向上） 

Ｅ 
 

 

Ｄ 
 

 

Ｃ 
 

 

Ｂ 
 

 

Ａ 

・医師による個人面談 
・受診勧奨の徹底 

・継続的受診状況の確認 

・服薬者支援 

・保健師からの積極的・動機付け支援 

・リトライ者および若年層支援 

・健康通信簿の活用 

・健康キャンペーン 
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25116 - 丸井健康保険組合

STEP１-４ (健診データの分析－リスク分類基準の制定) 

　◆健診データを検査項目別にＡ～Ｅの５段階にてリスク分類するための基準

　　○平成２４年度より検査項目別にそれぞれリスクを５段階（Ａ～Ｅ）に設定をし、この基準を事業主と共有
　　○リスクの高いＥ判定者については、事業主の協力のもと職場の所属長から受診を促進してもらうことで受診率が向上
　　○定期健康診断、人間ドック、外部健診機関など健診の種別にかかわらず、同じ基準でリスク管理と受診勧奨が可能
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25116 - 丸井健康保険組合

STEP１-４ (健診データの分析－リスク分類基準の制定) 

　◆リスク分類別の男女年代別分布

　　○年齢の上昇とともに、判定結果の悪化が見られ、男女とも年齢別に同様の傾向である
　　　特に40歳以上では、男女ともにＤ判定の構成が最も高い（男性４０％・女性３７％）
　　○E判定者は202名(前年213名)で、再検査受診率は所属長および事業主・健保からの働きかけにより９３%
　　　<E判定の項目内訳:上位5項目・複数該当含む>
 　　　①糖尿(血糖)61名　②肝機能41名　③脂質異常37名　④貧血22名　⑤血圧19名
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25116 - 丸井健康保険組合

　◆重症化予防（高リスク層）へ向けた分析＝ＥおよびＤの項目内訳

　　　※疾病別の述べ人数　単位：人

　　○Ｅ判定・Ｄ判定者の該当する疾病のうち、どの疾病からせめるべきかを検討
　　　→緊急度と今後の重篤化リスクをふまえ、Ｅ判定の「糖尿病」「血圧」から着手
　　○糖尿病の重症化予防を推進する上で、現状ＨｂＡ1ｃの検査は定期健康診断では実施されていないためリスクを
　　　拾いきれていない（血糖コントロール状態の判断としてはＨｂＡ1ｃを重視したいため）
　　　→今後は、35歳以上の全員に検査することが望ましい（平成27年度より導入）
　　○Ｅ判定の重症化予防については、個別面談方式での対応としプログラムメニューを開発
　　○一方でＤ判定については、これ以上悪化しないための施策が必要

STEP１-５ (リスク分類別分析－高リスク・中＆低リスク層)  
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STEP１-５ (リスク分類別分析－高リスク・中＆低リスク層)  

　◆特定保健指導（中・低リスク層）＝丸井ヘルスアッププログラムの実施状況

＜ヘルスアッププログラム参加状況＞

＜参加による改善率＞ ＜35歳未満の特定保健指導対象者（Ｈ27年2月末現在）＞

※メタボ率の推移 ＜特定保健指導に該当する服薬者＞

　　○職場の理解や本人の意識も深まり、前年に比べ参加率が向上（83.5%→87.1%）
　　○平成24年度の参加者のうち、平成25年度健診結果で改善がみられた者は58％。メタボ率については年々減少している
　　○ただし、基準値に該当しているにもかかわらず服薬を理由に対象となっていない者が321人いる
　　○平成26年度より、全年齢に血液検査を導入→35歳未満でも特定保健指導の対象となるものが75人（約4％）いる
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25116 - 丸井健康保険組合

　◆各種健康指標の状況

　　◎加入者の健康状態を見える化し改善状況を把握するため、Ｈ25年度の健診結果より「健康診断指標」「生活習慣指標」
　　　の現状を集計し、全事業所への周知を開始。次年度以降は「事業関連」を加えた20項目にて改善の進捗を確認予定
　　○改善したい健康指標についての現状を確認し、数値目標とそれを達成するための具体策を検討
　　　　・要受診勧奨である者の病院への受診はＥ判定93％、Ｄ判定者においては40％と低い
　　　　・乳がん、子宮頸がんの健診率は、人間ドックを含めても35％と低く、国が目標としている50％に達していない
　　　　・母体企業が小売という特性もあってか、喫煙率は男女ともに高い傾向にある
　　○各指標を全体で改善する施策も検討する一方、事業所単位での取り組みができるよう「事業所別健康通信簿」を作成
　　　　　→半期ごとに集計して公表することで、事業所単位での健康意識の醸成につなげる

STEP１-６ (健康指標の見える化によるヘルスリテラシーの醸成とコラボヘルス) 
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STEP１-６ (健康指標の見える化によるヘルスリテラシーの醸成とコラボヘルス) 

　◆事業所別の実態
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STEP１-６ (健康指標の見える化によるヘルスリテラシーの醸成とコラボヘルス) 
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STEP１-７ (自由記載シート５（タイトルも自由に変更してください）) 
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基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策の方向性 

STEP２ 健康課題の抽出 「全健保組合共通様式」 
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基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策の方向性 

STEP２ 健康課題の抽出 「全健保組合共通様式」 

特徴 対策検討時に留意すべき点 

基
本
情
報 

保
健
事
業
の
実
施
状
況 

・単一健保である 

・被保険者の平均年齢は、41歳（男性46歳、女性36歳）人員

の構成比は男性49％：女性51％と女性のほうが若干多い 

・母体企業が小売業（チェーンストア）であるため、保健事業の実

施拠点となる職場数は55超と多い 

・母体企業との協働体制がすすんでおり、健康診断、受診勧奨、特

定保健指導など各種事業の推進を継続中 

・自前の医療職（医師・看護師・保健師・検査技師・レントゲン技

師）による事業により、加入者の顔が見えるトータルな対策の実施が

可能→「人間ドック」「特定保健指導」「重症化予防」等 

・健診結果や健康指標については、「標準化」「見える化」を推進し、

加入者・事業主・健保の3者が共通の課題認識とそれに対応する諸

施策について理解しやすいような基盤の整備をすすめている 

・母体企業の健康管理部門とのさらなる連携に加え、各事業所の健康管理委員との

協働についてもさらなる連携が必要 

・毎年、加入者の平均年齢が上がっていく現状に加え、平成28年度の短時間勤務

者（特に定年再雇用者の再加入）をふまえ、早期に予防施策を具現化する必要が

ある 

・現状、人間ドックを中心とした健診事業に労力を費やしている医療職のパワーを平成

28年度からのドック年齢の引き上げによる受診枠の削減により、今後はより予防事業

にシフトをしていく。その予防事業の中では、高リスク・中リスク者の個別および集団での

対応メニューの開発とそれぞれの対象者の選定の基準づくりが必要 

・若年層のメタボリスクへの対応や服薬者対応など、リスクホルダーにもかかわらず事業

の対象とされていなかった層へのアプローチの強化が必要 
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資格
対象

事業所
性別 対象者 平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム

9,0 9,0 9,0 9,2 11,0 11,0 11,1 12,0 7 13 19

4
既

存
健康管理委員会議

【目的】事業所における健康管理水準の強

化

【概要】年２回、各事業所より健康管理委

員を招集し健康に関わる情報を共有

　　　　　(事業主との共同開催)

被保険者 全て 男女 18 ～ 60
基準対

象者
3

健保事業および事業主の取り組

みについての理解を深め、各職場

での課題をふまえた健康管理(安

全衛生)の推進

継続 継続
事業所・健保・産業医の連携

による職場の健康管理の強化

健康通信簿の各種健康指

標の向上

4
既

存
ウェルネスリーダー会議

【目的】事業所内で働く女性の健康事業推

進役としての情報共有と各種施策の推進

【概要】年２回、各事業所の所属長推薦に

よる女性ウェルネスリーダーを招集し、健康に

関わる情報を共有

被保険者 全て 女性 18 ～ 60
基準対

象者
1

健保事業、とりわけ女性にかかわ

る制度や病気についての理解を深

め、職場での共有や婦人科健診

の受診率向上施策を推進

継続 継続

乳がん・子宮がん検診の重要

性を職場で共有

受診率の向上(乳がん・子宮

頸がんとも５０%)

女性特有のがんの早期発

見・早期治療

そ

の

他

7
既

存
事業主との協働

【目的】健康診断の受診および受診勧奨の

実効性を高めるため

【概要】健康診断未受診者および高リスク者

の受診勧奨を所属長経由で周知・徹底

被保険者 全て 男女 18 ～ 64 全員 3

健康診断未受診者および高リスク

者の受診勧奨(E判定)を所属長

経由で周知・徹底

左記に加え、D判定の受診

向上に向けた施策開始
継続

健康診断受診率(100%)

高リスク者の病院への受診率

向上：E判定(100%) D判

定(80%)

受診者の健康維持、疾病の

早期発見・早期治療

重症化対象者の減少

15,0 15,0 15,1 16,1 17,0 17,0 17,1 18,0

保

健

指

導

宣

伝

4
既

存
広報誌(サラダ)の発行

【目的】健康に関する情報発信、健康意識

の醸成

【概要】年４回発行(予算、決算、健保の取

り組み、健康情報等)

被保険者

被扶養者
全て 男女 18 ～ 74 全員 1

より読みやすく見やすい紙面づくり

を実施し、ポピュレーションアプロー

チを強化

継続 継続
読書率の向上を目指して読ん

でもらうための仕掛けをする

健康情報の共有、健康意識

の醸成

疾

病

予

防

4
既

存
健康増進キャンペーン

【目的】加入者の健康意識の醸成、健康の

維持・向上

【概要】年２回、自分の健康状態について見

直し、行動変容のきっかけとなるようなキャン

ペーンを実施

被保険者 全て 男女 18 ～ 74 全員 1

各個人がそれぞれの健康状態に

応じた目標設定をし、自分の健康

づくりのきっかけとなるよう実施

継続 継続
キャンペーン参加率の向上

健康通信簿の数値の向上

自らの健康意識の醸成

生活習慣の改善

そ

の

他

7
既

存
健康通信簿

【目的】各事業所別の健康指標を見える化

し改善・向上をめざす

【概要】健康診断指標(8項目)、生活習慣

指標(7項目)、事業関連指標(5項目)を事

業所および全体に半年ごとに集計し公表

被保険者

被扶養者
全て 男女 18 ～ 74 全員 1

健保の様々な広報や会議、施策

を通じて加入者や事業主の「健康

通信簿」への関心を高め、項目別

に課題に対しての対策に取り組む

継続 継続

各指標の平成29年度の最終

目標を設定しその達成をめざ

す

全事業所とそれに加入する

個人の健康度の向上

21,2 23,3 26,2 28,9 37,0 37,0 37,0 37,0

1

既

存

(

法

定

)

特定健診(被保険者)

【目的】特定健診の受診率向上、加入者の

健康維持

【概要】事業主より委託されている健康診断

と健保主催の人間ドックを併せて実施。

被保険者 全て 男女 40 ～ 74 全員 3
事業主と協力して未受診者ゼロを

めざす。
継続 継続 健診受診率向上(100%)

受診者の健康維持、疾病の

早期発見・早期治療

1

既

存

(

法

定

)

特定健診(被扶養者)

【目的】特定健診の受診率向上、加入者の

健康維持

【概要】人間ドックとの同時実施とかかりつけ

医での受診促進に加え、巡回型健診も導入

し受診促進を検討

被扶養者 全て 男女 40 ～ 74 全員 1

人間ドックとの同時実施とかかりつ

け医での受診促進に加え、巡回

型健診も導入

継続 継続 健診受診率向上(72%)
受診者の健康維持、疾病の

早期発見・早期治療

対象者 実施計画注１)

事業

分類

職場環境の整備

特

定

健

康

診

査

事

業

年齢

個別の事業

加入者への意識づけ

疾

病

予

防

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実施

主体

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 
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資格
対象

事業所
性別 対象者 平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム

対象者 実施計画注１)

事業

分類
年齢

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実施

主体

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 

3

既

存

(

法

定

)

ヘルスアッププログラム

（特定保健指導）

【目的】特定保健指導の実施率向上、生活

習慣病リスク保有者の生活習慣・健康状態

の改善

【概要】自前の保健師・看護師による35歳

以上を対象としたプログラムの実施。事業主と

の連携により業務扱いにて参加

被保険者 全て 男女 35 ～ 60
基準対

象者
1

基本となるグループ面談に加え、

複数回参加している者(リトライ

者)については「個人面談」を実施

継続 継続 改善率向上(75%) 実施者の健康状態の改善

3
新

規

ヘルスアッププログラム

（服薬者対応）

【目的】特定保健指導の数値基準をこえる者

のうち、服薬者への生活習慣・健康状態の

改善

【概要】既存のプラグラムとは異なった保健指

導プログラムの実施

被保険者 全て 男女 35 ～ 60
基準対

象者
1

糖尿病、高血圧、脂質異常といっ

た疾病別のリスクをふまえたプログラ

ムを検討し実施

継続 継続
参加率の向上

改善率の向上
実施者の健康状態の改善

3
新

規

ヘルスアッププログラム

（若年層対応）

【目的】35歳未満のメタボリスク者保有者へ

の生活習慣・健康状態の改善

【概要】既存のプラグラムを年代層を考慮した

内容にアレンジをしてグループ面談を実施

被保険者 全て 男女 18 ～ 34
基準対

象者
1

既存のプラグラムを年代層を考慮

した内容にアレンジをしてグループ

面談を実施

継続 継続
参加率の向上

改善率の向上
実施者の健康状態の改善

7
既

存
ジェネリック利用促進

【目的】ジェネリック医薬品の利用促進による

医療費の適正化

【概要】調剤費の削減が可能な者に対し差

額通知を実施

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74

基準対

象者
1

効果、効率をふまえアレルギーや

慢性疾患などターゲットを絞った差

額通知を年1～2回実施

継続 継続 利用率の向上(60%) 調剤費の軽減

2
既

存
医療費通知

【目的】医療費適正化

【概要】年４回、医療費通知を発行

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 1 継続実施 継続 継続

医療費通知の発行(年４回)

通知内容の確認の促進
医療費の軽減

1
既

存
人間ドック

【目的】加入者の健康状態の確認、疾病の

早期発見・早期治療

【概要】35歳以上の受診希望者に特定健

診・健康診断も兼ねて実施。自前の会館で

の受診のほか、遠隔地に居住する者は提携

医療機関にて受診可。いずれも個人負担は

1万円

被保険者

被扶養者
全て 男女 35 ～ 74 全員 1

受診対象年齢は３５歳以上、週

４日の実施

受診可能対象年齢を４０

歳以上に変更し、週３日の

実施

継続
40歳以上は少なくとも2年に1

回の受診を啓蒙
受診者の健康維持

1

既

存

(

法

定

)

定期健康診断

【目的】加入者の健康状態の確認、疾病の

早期発見・早期治療

【概要】事業主から委託され、巡回健診にて

実施。40歳以上は特定健診も兼ねる

被保険者 全て 男女 18 ～ 64 全員 3
事業主と協力をして、未受診者ゼ

ロをめざす
継続 継続

健康診断受診率の向上

(100%)
受診者の健康維持

1
既

存
歯科健診

【目的】虫歯・歯周病の予防、疾病の早期発

見・早期治療

【概要】健康診断および人間ドック受診時に

併せて検診を実施

被保険者

被扶養者
全て 男女 18 ～ 74 全員 1

健康診断は巡回検診とセット。人

間ドックは自前の歯科医師・歯科

衛生士が実施

健保会館の外来廃止に伴

い、人間ドック時の健診を業

務委託

継続 健診受診率の向上(100%)
受診者の歯科健康の維持、

歯科医療費の軽減

2
既

存

受診勧奨(健康診断事

後措置)

【目的】健診結果が受診勧奨領域にある高リ

スク者の早期受診および重症化予防

【概要】リスクレベル(Ａ～Ｅ）を設定し、リス

クに応じた受診勧奨を実施。緊急度の高い

Ｅ判定者については、事業主経由で受診促

進。

被保険者

被扶養者
全て 男女 18 ～ 74 全員 1

Ｅ判定者の受診促進に加え、Ｄ

判定（3～6か月以内要受診）

者に対しても、病院への受診率を

向上させるための管理システムを

開発し受診を促進

継続 継続

Ｅ判定受診率の向上

（100％）

Ｄ判定受診率の向上

（80％）

重症化対象者の減少

疾

病

予

防

保

健

指

導

宣

伝

特

定

保

健

指

導

事

業
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資格
対象

事業所
性別 対象者 平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム

対象者 実施計画注１)

事業

分類
年齢

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実施

主体

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 

3
既

存
重症化予防

【目的】生活習慣病を中心とした、重篤疾患

への重症化予防

【概要】健診データより、まずは糖尿、高血

圧、脂質異常の高リスク者に対し、個別レセ

プトデータを分析した上で自前の医師・看護

師による個別面談や病院への継続受診など

の支援を実施

被保険者 全て 男女 18 ～ 60
基準対

象者
1

健診結果の判定Ｅのうち、血糖と

血圧の高リスク者への個人面談の

実施に加え、脂質異常やＤ判定

の内容分析と具体的対応策の検

討

継続 継続

重症化プログラムの実施

該当者100％への保健指導・

支援

重症化対象者の減少

1
既

存
婦人科健診受診促進

【目的】婦人科疾患（乳がん・子宮頸がん）

の早期発見・早期治療

【概要】＜費用補助制度＞乳がんは30歳以

上、子宮頸がんは20歳以上を対象とし、いず

れも上限5000円までの受診費用を補助

＜健診機関との提携＞加入者の受診の利

便性向上にむけ提携を拡大。

＜広報活動の強化＞婦人科健診の重要性

の啓蒙をはかるためウェルネスリーダ会議での

知識・情報の共有やポスターなどの仕掛けを

強化

被保険者

被扶養者
全て 女性 20 ～ 74 全員 1

受診の利便性向上と受診促進に

向け、関東・関西の事業所近くの

婦人科健診受診可能な健診機

関との提携を拡大（Ｈ２６年度

現在３つのクリニックと提携）

「費用補助制度」の周知

継続 継続

婦人科健診機関との提携拡

大

婦人科健診受診率の向上

（乳がん検診50％、子宮頸

がん健診50％）

がんの早期発見・早期治療

7
既

存
禁煙サポート・補助

【目的】禁煙率の向上

【概要】医療機関の禁煙外来や薬局にて負

担した禁煙治療のための費用について、上限

2万円までの補助を実施

丸井健保診療所の禁煙外来による支援

被保険者 全て 男女 18 ～ 64 全員 1
「禁煙補助制度」の周知のための

広報の強化

継続

丸井健保会館の外来廃止

による自前の禁煙外来の廃

止

継続 喫煙率の減少（20％）
健康リスクの軽減による健康

維持

7
既

存
インフルエンザ予防接種

【目的】インフルエンザの予防

【概要】事業所への巡回による接種を実施
被保険者 全て 男女 18 ～ 64 全員 1

10月～12月を目安に事業所に

て巡回受診
継続 継続 巡回接種の実施

インフルエンザ罹患者の減少

4
新

規
前期高齢者対策

【目的】前期高齢者の医療費適正化

【概要】前期高齢者本人と扶養する被保険

者に対し、制度の内容説明および保健指導

を実施

被保険者

被扶養者
全て 男女 18 ～ 74 全員 1

前期高齢者および前期高齢者を

扶養する被保険者に対して説明

会を実施

ご自宅への訪問指導（外部委

託）による医療費適正化施策の

推進

継続

定年再雇用者の健保再加

入への対応

継続
前期高齢者説明会の開催

個別訪問指導

対象者の健康維持

医療費適正化

　注１）　１．健康診査 　　２．健康診査後の通知　　３．保健指導　　４．健康教育　　５．健康相談　　６．訪問指導　　７．その他

　注２）　１．健保組合　　２．事業主が主体で保健事業の一部としても活用　　３．健保組合と事業主との共同事業

疾

病

予

防
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